
襲撃 指揮~(J) 醗 2報〉

しまえが議

3塁手(1告惑のに，高膨張滋に麹ず

る研究の第1報として'fI.泌活字主郊アノレキノレベγどンス

ノレホン綴ソーダ (ABS)の泡安定度，t後粘剤]CivlC 

〈ソジュウムカ…ぶ々シメチノレセん#ーズ〉を添加し

た場合の抱安定綬などについて級官をした。

るものを豆

協すことに努めた。その結果K社製のラウザノレアノレコ

ノレ硫酸エステノレブンそユュウム (AJ'j1J)， ラウザノレ

アルコーノレ硫駁品ステノレトザエタノーノレアミン CT

1fIj)が般の界説dl活性剤より綴潟ずぐれていることが分

った。ヲi続きこのニツの3手渡護活性郊について界謀議議後
期l栂互の混合および溶剤品チノレセ世ソノレヅ絡をど援会し

きま滋，水温の泡安定度におよぽす

喜多終，泡弗jの低議終における沈澱状況め観察号事の実験

をfrなったので，そ

2. 実 綴鑓

sB手口42空手2完113-7}守27臼

3. 界密議性剤およ

( 1 )界言語 i恋性鄭i

ア〉ラウリノレアルコーノレ硫酸ぷスデノしプンモニュウム

(AJ年1])沢一O荻)3NH4

1')ラウリノレアノレコーノレ波数:r.ステノレトザ品タノーノレ

アミン (T膏D沢一OSOsH災(G.!H40H)3

ウ〉ポリ:;tキシ品チレンアノレキノレサノレフェートソ… e.1

(C制)fミ…o(CH2CHi)) nSOJNa 
く駁先製品の有効活性分25%)

コニ〉ぷザオキシ品チレンアノレキルフェニニノレサノレブェー

難第二級交意義

トゾ…グ (N約)R 

N議

辺

〈販売製品グコ有効活後分25%)

(2)溶続

ア〉イソプ悶ピノレプノレコーノレ

イ〉エヂノレセロソノレフ

ウ)4:!; Pソノレプアセテ…ト

(CH2CH20)捻S03

4. 験装書量

ぐり泡安定度演1]定義差

泡の安定fi:は初援の減少速度およ

度で議Ijる。潟鐙の減少に関1"

半分に減少する待問で測り，泡1際液の流下に関マ「る安

定度は会合設立畿のと手分の-*.重量が流下する襲警簡で測り，

それぞれを

にする。

その泡安定援をど測定する装際金:務l国であるひこの

装擦は発泡銭;分と議H定部分から成ってれり 2 以前のも

のと比較してかなりスケーノレアップした。また発泡袈

窓会大きく改良し，

とほぼ同じにした。

発泡怒分は混成溶液に入れるタト然 (b)，上底面に筏

1. 2rnrnの穴を 3r鵠1鵠隔にあけた内燃料， 液菌に向って

空気を吹きつけるエアーヘッド(d)からできている。内

総(c)の下誤Ij官官には穴をあけてあ i九外衝と内務め潟水

溶液は粉互に通じるよろになっている。コンブレッ

サ…からの空気がエア…ヘッドを通じて液阪に吹きつ

け，水溶液をはね飛ばして内務(cJの本 γ ト状jニ底部を

濡らすとi奇侍るこさ設き誌が通過するので発混ずる。生成し

た泡は台jこに援まいたì1\IJ定・ンザンダー{討におさまる。~

の場合，シリンタ…内の抱に切れ間やさ芝1潟ができない

ようにしなければならなし、発泡倍率は液簡の潟さを

( 17 ) 

加減1"ることによっ ることができ，立ンヅレァ

1 kg/c冨2くらいが湾当であ

る。均一な泡会('1'-o tニぬに回転ハンドル併でエアー
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へY ドを回転しながら発進ずる。滋を議した渋U;;:さシザ

ンダー(a)はそのままi/lJJ定部分に毒事して， シヲ γダ抑制

i絡にはみ出ている複をカットしてちょうど…杯に寸る

。測定台はシリンダー内の泡綾から流下-t~

集めるため中心に向って 1!J舶の勾配をと持たせまてある。

泡量の時間的減少は測定シザンダ…に付した協

み， 泡からの流水量は100∞メスシリンダ

なお測定シリンダー(a)は透明な題化¥:::'ニニル製，そして

測定台，外筒(b)，内筒(c)，品ア…ベッr'(d)はステンレ

ス製である。

(2) 低温沈毅状況観察

温度計を差込んだ三三角フラスコ

入札冷蔵療で冷して，滋皮と泡如jのi締りの関係を餓

察する。この場合掌容吉弘泡i¥lJ護t，義主皮の降下速度号事

を一定にしなければならないが，今閣はそれら安無視

した犯な観察記録であるや

5. よ

( 18 ) 

第?表

低滋貯蔵に耐える泡斉1]を作るのに，必ず溶剤jをe必要警と

する。その溶剤が泡安定度におよほす影符を見るため

②めような泡剤を調会し.70日常温室内に放援した後

した。①，②を比較すると両者に大きい蓬は認め

られない。泡の3経験は正確な蒋現性に乏しく，周閉め

湿度，lJ¥滋等が重量妙に影響する，またそれらの条件を

問じにしても現在の実験装置では何時でも同じ泡安生

成するのはむずかしい。向じ泡剤の場合は一般に膨張

感が大きい;まど泡学減時間は小さくなり ，11主流水時間

はやや大きくなる綴向がおる。特に1/2流水時間は席題

れ，滋度が言語く t.1.るξ

菱重に小さくなる。したがって若手の援が生とたとして
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C 

A 
'C 

Xノ

も抱斉tlの性能によるさ皇と断ずることは泌来tJI，、⑨に

おける玄i乱氷滋の記録はないが，112流水時憶が〈ちと

比較して大きいのは鼠躍をの修練と考えられる。以上か

ら弊面活性斉IHこ溶苦手jを加えて貯蔵しても泡の投能は低

下しないと進言えられるo低混鈴のお渇沈顔合的ぐのに

ると革ま効でみるが，それにつ

いては後に述べる。

イ ラウザノレアノレコー

アミ γ くすjfij)

K社製ラウザルアんコ

ーノレア

形くあるいはぺ

ことにずる。〉

ステノレトザエタ/ーノレ

ノレ硫酸品スデルトザ品タ/

、てi忍

スト;伏〉でみる。(以下す斉1]という

2祭である。

第立署長

災 i酸エースデノレ e トザょたタ i 金=
数

元号

A海jに比べると泡半減時開， 1/2流水草寺間ともに幸苦手

小5い。ず苦手jの長務は溶解性がよく，

作っ

少ないことである。 したがって冬綴く悠滋時〉の貯

蔵，使F絡に適すると王寺えられる。またん織と混合する

務3181

50， 

自 ，sU/持
i ;Z-"JA ZUs 

を窓口 '. .JIVプPセチ→21):，(千回ゅの栓制
定鵠4与し単，

究明豊島 EJ4.，之、く必修

7針金約機縫ゑ!i"X

によって間笈の主義月号令受かすことも出来る。

ウ ポザオ4'-シェチシンアノレキノレサノレブェ…トソーダ

CC湾1])の泡安定度
1)オキシ品チレンプノレキノしサノレブェートゾ

ータば1i効活主主分25%の製品で常混にさきいて液状でみ

るc (以下C斉せということにするJ焚験結擦はち努3去を

である。

第 3表

実

験

灸

件

き実
… 言 llz
果?長

流水時間 1

5長 ヰ話

23秒

57争後

C~認は氷点下の気混においてもお潟沈澱しにくく，

粕度増加も小さい。泡安定度は員~3 交に晃るとおり、 A

苦手IJ，T苦手jに比較すると綴段に劣るが，Af，おれよと T斉せ

と混合することによゥて低;最善警のお潟沈澱攻防止する

働きがある砂すなわちA斉11.T Jlf1]♂〉溶郊のような í~~ き

をするa イソブ口どんアん清一ノレ， 品チノレセロソノレ

ブ.-l?:担ゾノレプアセテート号撃の溶剤はA斉1]，T斉iJ(7)給

授を小さくし，低温i玲の沈澱も少なくするがp それに

C予約を少畿添加すると…緩低混時の犠粘E方よじ沈毅妨

よとの効果を大きくすることができる争なお， c 言~J と湾

じ(効きさと1"る雰蕊活性海jにポザオ今シおそヂレンアノレキ

ルブ κ ニニノレサルブぉ…トアンモニュウふくm手nがあ
る e 泡安定選まは C Jlf1J と i湾怒さ芝マ:~うる。

く1号〉



エ A斉!Jと C;'jl)t!:'綴々 の比芸名で混合した場合の泡安定 5刊すなゥfこ。 結果は第4表ーであ

度 る。

Jミ斉IJ と C 郊の混合兆さ~ 5対号車、G合主H まで変えて

第 ヰ 器廃

AC64嬰 AC91製 AN55型

Jミ 斉IJ 12%. t ?fl 
泡

制緩

組

成
61 多 容12 入INs!s 

0.5% 合、5安委 。5手話 0.5勿

会.3% 0.4事長 0.45% 仏25手話

19.5'C 1設.告。C 18.5"C 

14.0'C 15.0'C 14.グC

20分30秒、 40分00秒 56分00秒 15分∞秒、

1分00秒 1分25秒 2分42秒 31室長

安ミ 議i454傍 528倍 550倍

総
AitU:ラウリノレアノレコ…ノレIi*i.隊品スデノl〆アンそニュウム (R・OSOJNH心

CJ:i1] :ポリオ4'-/品チレンプノレキパサルブぷ{トソー夕、ー (R・O(CH2CH20)"S03Na) 

ミ年 ?ぜ占IJ:ボリr.キシニr:.-'f-レソアノレヰ子ノレブ ニユルサノレブェートソーダ〈 SOlN心

第ヰ鐙

Gv 4毛

20 

/0 

C俗耳

る。その綴向を図に示したのが者~4 閣で3うる o これか

ら入総支'rC治め混合比はs対立.9J;;t 1程度が溺さ設で，

( 20 ) 

それ以上C煎の比率を大きくすべぎtごないとえられ

る。ただしCifiJをさ多くすれば低濃時における抱潟il)自

くな1;，溶解住がよくなる令ニ

'I':界面i活性若手j波度を 0.59活!こしてftゥたが，治安定疫

の大きいA斉IJの濃度だけに於闘すると，少なくともA

前の水溶液濃度合 0.4%以上にしなければ安定した恕

は得られないと考えられる。 C設計!の事寄りにA海!と向じ

アンモニウム塩のN期j公使用したのがAN55{廷である

が結果はCilIJとほぼ同じであゥた。

:;1- A~J， TifiJ， 

A斉lj， TifiJそれにC剤と浴郊をき話会してp おき安定震

が大きく溶解性のすぐれた低滋後F誌の可綾な滋言銭安混

合し実験した。

き庭教結集は祭器表である。

比較し

強ば大きくなり l 1/2流水時間はやや小さめになる。 M

rJ)結果から， T斉lJを混合するニとによって泡決定成会

低下さ

が明らかになった。

(2) 低温時の白濁沈澱状況観議案



第 5 要援
泡半減待問 67分的秒

~ 森5 l;r. 主予 1/主流 7t待問 2分30秒

泡 A 知i 喜多 護 語界

選考 i 同" I OJ /V  f ~V/í/ 鱗

綴
'"り'7(1

義gglHと入れた三三fIlフラスコ し込み冷蔵
rilt 6む予診

主義で冷やすという穏暴挙なもので，時折議室度と泌総i])状

百/設/2 況を し した。給楽Eま設著名表である。

。5者五 泌総を冷却するのに，冷淡路の金綴板上に綿を敷

実 き，その上に後滋をと鯵援した。 と

験 J弘前Tt手jだけの濃変 0.45手話
C麹iとの渓会であるが.C郊の混合割合が火きく， A

条 室 滋 20.5tC 剤4こ対する溶前品チル七世ゾノレブの比の大きいQ)の方
件

がe?-埼iffi¥.度tJ'法子低い。@，④はT剤とC部会号対i水 混 18.0'C 

に機会した泡郊であるが， と.t:l:;絞守ると臼濁iiii凌

第 s 淡

護霊 剤 議書 長ま ①(AC82裂〉 ②(AC91護〉 @くTC幻型〉

A J手j 者語 16 18 9 

T 議IJ 手話 18 16.2 告

C 葺lJ タ五 4 2 2 1.8 勺M 

ι け J 軸弓r

10 10 5 

立主 70 70 75 

水を除く金獲皮 3合 30 25 

737V(摺〉

観察状況

( 21 ) 



が低L、。③ (AC吉1製〉と③くすC91毅〉を比較する

と， A;初会うよび T1手~fこ穿t 1'-:;， C若手jの比寿:碍じ語文t1 
でー務総品チ毛主将ソノレブ離は③が舎のミ存分である

詩人自i苦言怒度はかなり低し、。これはぐn認が低強度貯裁
に対して寸ぐれていることを示す9 ③ CTC91裂〉

は， T湾1]， と会じ-Z;'あるが，濃度会;

{瓜く，;:1:.チ/レセ口ゾノレブの添加比壌がブ之さい、-0.50Cま

泡

設立

。n
if!1. 

淡

山
リ
パ
験
条
件

災
験
結
幾

4詰

4-， 
J 

で自i絡しなかった。⑤ (ATC号事2型〉はA剤，ぺF部

C~J さと 9 対君主す 2 の割合ょこ混合し， トータ

苦労にし，コユヂノレセ口ソんプを20係加えたもので， 号℃

近くまで自癒しなかった。をと通して，溶納品チ

ノレ-t:口ソ J~7' をと 5~20必加えてあるので台絡しても，

粘震が火きくなる温度はそれより低い， しとがって白

溌あるいは一部沈殺してもラインブ口ポシ匁ナ

第7"!J疑

は可能でみる。なお、白書籍した泡泌さと常湿の室に放癒し

てお皮{i:上げた場合，自潟した温度でもとの透拐な状

態にもどらない。⑤の泡刻がもと

もどったのは雪.c-wcであった。
(3) 室滋および7.l<i還のi銭安定疫におよぽず影響

2 月~4 J1に行っ fこもの

Tであっ主(冬葉書問ジ aノ之γタパー

、所

僻よって予想外に低下する

ことが分ったc実験結果の比較を鍛7表滋器禁にぷす。

してのi幾度差は6. きOC~12.Cで，大ざ勺

に見てwc程度の温度滋であるが，泡半減時間はこの
湿度上昇で，おおよそ出~怖に怒7ごし

低混雲寺の泡と上七絞して膨張喜容が約 10合倍程度火きいの

で，膨張選緊急:大きくなったために泡安定度が低下した

分も含まれるが，それを議ラ I~ 、ても泊以下には低下し

ているものとヨ考えられる。 1/2流水華寺聞は泡半減時間よ

りも温度義務繋が…媛大きく，ばf.nO.Cの滋度上努によ
って約5分の 2に低下した。 ドレネジが患いことは急

激に合点畿の少ない乾いた泡をこなり，

( 22 ) 



く低下することを示す。 また， CDA10型， φAC吉i

型， @TI0毅の泡安定度i立後混，水道2がほぼ20¥:きと越

した所で大きく低下し，③AC55裂はほぼ1S
O

Cの所で

大きく低下している。これらから見ると，それぞれの

泡剤について，急激に泡安定度の低下する終異な温度

があるように思われる。なれ，これについては笑験と

よって，大きく低下す

ることが務らかになった。

6. 1lまとめ

検討そ加える必警きがおろう G 以上の結果語、G，界街活 機構とほぼ同じにした。

第8表

10 

③ ACS5裂@TlO裂

10 

10 

4 J守118 3月13臼

ぬ.5¥:

15禽5'C

21分20秒

32秒

9 -13eC 

吉℃

総分∞秒

3分∞秒

品.50C_仏5'C

告.5'む

(2) 1託銀J， Tw~がんBS苦手総活性貸すより安全度め大き

い泡5と生成することが分った。特にA若手jが最もす

れている。しかしす剤はよ弘知jより

る抗議第率性がよく， i説話誌で沈殺し』こくい。

(3) 活後分濃渡部%の A~事iJ，

私援をが大きくなるので， A1事IJ，T予測を'ベ…スにした

泡続を作る場合は浴剤jをと必寮とナる。この場合溶*'J
Sま水の務点よりもおいものそE使潟ずべきである。

(4) A話予~， T~jにC郊U (N若手。を添加すると，低滋度

におけ くなる。 C郊jは泡安定度が

ると

怒くなる。安定した泡さと作るには泡水浴訟のAwl濃

度合 0.4%以上Lこすべきである。

(5) A手~]， Twl，ぞれにCwl，溶剤を混合することに

よって.A手続.T苦刊の主主所会生した泡trlを科会出来

る。

(6) AwJ. T斧~t手議室度の彩繁が火きく， 20¥:以下では

安定した泡安生成す守るが，

る間半ぎの滋縫

があるように思われる。

( 23 ) 
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